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『 障害者 (しょうがいしゃ)週間 (しゅうかん) 』とは○趣旨

「障害者 (しょうがいしゃ)週間 (しゅうかん)」は、平成 (へいせい)１６年 (　　　　　ねん)６月 (　　がつ)の障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)の改正 (かいせい)により、国民 (こくみん)の間 (あいだ)に広く (ひろ　)障害者 (しょうがいしゃ)の福祉 (ふくし)についての関心 (かんしん)と理解 (りかい)を深める (ふか　　　　)とともに、障害者 (しょうがいしゃ)が社会 (しゃかい)、経済 (けいざい)、文化 (ぶんか)その他 (　　　た)あらゆる分野 (ぶんや)の活動 (かつどう)に積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)する意欲 (いよく)を高 (たか)めることを目的 (もくてき)として、従来 (じゅうらい)の「障害 (しょうがい)の日 (ひ)」（１２月 (　　　　がつ)９日 (　か)）に代わる (か　　)ものとして設定 (せってい)されました。

	 




	　




障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)（昭和 (しょうわ)４５年 (　　　　ねん)法律 (ほうりつ)第８４号 (だい　　　ごう)）においては、基本的 (きほんてき)理念 (りねん)として、すべての障害 (しょうがい)のある方 (かた)に対し (たいし)、「個人 (こじん)の尊厳 (そんげん)が重んぜられ (おも　　　　　　　　　　)、その尊厳 (そんげん)にふさわしい生活 (せいかつ)を保障 (ほしょう)される権利 (けんり)を有する (ゆう　　　　　)」こと、「社会 (しゃかい)を構成 (こうせい)する一員 (いちいん)として社会 (しゃかい)、経 (けい)済 (ざい)、文化 (ぶんか)その他 (　　た)あらゆる分野 (ぶんや)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)する機会 (きかい)が与えられる (あた　　　　　　　　　)」ことを宣言 (せんげん)するとともに、「何人 (なんにん)も、障害者 (しょうがいしゃ)に対し (たい　　　)て、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)として、差別 (さべつ)することその他 (　　　た)の権利 (けんり)利益 (りえき)を侵害 (しんがい)する行為 (こうい)をしてはならない」ことを明らか (あき　　　　)にしています。

障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)の基本的 (きほんてき)方向 (ほうこう)を定める (さだ　　　　)「障害者 (しょうがいしゃ)基本 (きほん)計画 (けいかく)」（平成 (へいせい)14年 (ねん)12月 (がつ)24日 (にち)閣議 (かくぎ)決定 (けってい)）においては、我が国 (わ　　　くに)が目指す (めざす)べき社会 (しゃかい)として、国民 (こくみん)誰 (だれ)もが相互 (そうご)に人格 (じんかく)と個性 (こせい)を尊重 (そんちょう)し支え合う (ささ　　　あ　　)「共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」を掲げて (かか　　　　　　)います。このような「共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」は、国民 (こくみん)一人一人 (ひとりひとり)がそれぞれの役割 (やくわり)と責任 (せきにん)を自覚 (じかく)し、主体的 (しゅたいてき)に取り組む (と　く　)ことによりはじめて実現 (じつげん)できるものです。


















●経緯

平成 (へいせい)１６年 (　　　　ねん)６月 (　　　がつ)に障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)が改正 (かいせい)され、それまで１２月 (　　　　がつ)９日 (　　　にち)を「障害者 (しょうがいしゃ)の日 (ひ)」と定めて (さだ　　　　　)いた規定 (きてい)から、１２月 (　　　　がつ)３日 (　　か)から１２月 (　　　　　がつ)９日 (　か)までを「障害者 (しょうがいしゃ)週間 (しゅうかん)」と定める (さだ　　　　)規定 (きてい)へと改められまし (あらた　　　　　　　　　　　　)た。
　１２月 (　　　　がつ)９日 (　か)は、昭和 (しょうわ)５０年 (　　　　ねん)（１９７５年 (　　　　　　　ねん)）に「障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)宣言 (せんげん)」が国連 (こくれん)総会 (そうかい)で採択 (さいたく)された日 (ひ)であり、国際 (こくさい)障害者 (しょうがいしゃ)年 (ねん)を記念 (きねん)して、昭和 (しょうわ)５６年 (　　　　ねん)１１月 (　　　　　がつ)２８日 (　　　　にち)に国際 (こくさい)障害者 (しょうがいしゃ)年 (ねん)推進 (すいしん)本部 (ほんぶ)が１２月 (　　　　がつ)９日 (　　にち)を「障害者 (しょうがいしゃ)の日 (ひ)」とすることに決定 (けってい)しました。その後 (そのご)、平成 (へいせい)５年 (　　　ねん)１１月 (　　　　がつ)に心身 (しんしん)障害者 (しょうがいしゃ)対策 (たいさく)基本法 (きほんほう)が障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)に改められた (あらた　　　　　　　　　　　)際 (さい)に、１２月 (　　　　がつ)９日 (　　　にち)を「障害者 (しょうがいしゃ)の日 (ひ)」とすることが法律 (ほうりつ)にも規定 (きてい)されました。
　一方 (いっぽう)、１２月 (　　　　がつ)３日 (　か)は、昭和 (しょうわ)５７年 (　　　　ねん)（１９８２年 (　　　　　　　ねん)）に「障害者 (しょうがいしゃ)に関する (かんする)世界 (せかい)行動 (こうどう)計画 (けいかく)」が国連 (こくれん)総会 (そうかい)で採択 (さいたく)された日 (ひ)であり、これを記念 (きねん)して平成 (へいせい)４年 (　　　ねん)（１９９２年 (　　　　　　　　　ねん)）の第４７回 (だい　　　かい)国連 (こくれん)総会 (そうかい)において、１２月 (　　　　がつ)３日 (　　　にち)を「国際 (こくさい)障害者 (しょうがいしゃ)デー」とすることが
宣言 (せんげん)されています。
　「国際 (こくさい)障害者 (しょうがいしゃ)デー」である１２月 (　　　　がつ)３日 (　か)から我が国 (　わ　　　くに)の「障害者 (しょうがいしゃ)の日 (ひ)」である１２月 (　　　　がつ)９日 (　か)までの１週間 (　　　しゅうかん)については、平成 (へいせい)７年 (ねん)６月 (　　がつ)２７日 (　　　にち)に障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)本部 (ほんぶ)が「障害者 (しょうがいしゃ)週間 (しゅうかん)」とすることを決定 (けってい)しています。
　今回 (こんかい)の障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)の改正 (かいせい)により、「障害者 (しょうがいしゃ)の日 (ひ)」は「障害者 (しょうがいしゃ)週間 (しゅうかん)」へと拡大 (かくだい)され、これまで
内閣府 (ないかくふ)障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)推 (すい)進 (すすむ)本部 (もとぶ)決定 (けってい)で設定 (せってい)されていた「障害者 (しょうがいしゃ)週間 (しゅうかん)」も法律 (ほうりつ)に基づく (もと　　　)ものとなりました。
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